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第 7回 十和村史続編編集委員会 議事録 

 

１．日 時    令和 7年 3月 26日（水） 13：30-15：40 

 

２．場 所   十和地域振興局２階第１会議室 

 

３．出席者   委員長    岡本 順一 

         副委員長   芝 瑞穂 

委員      冨田 努 

委員      山本 美知代 

委員      酒井 寿哉 

委員      仲 治幸 

 

欠席者   なし 

 

 

事務局（十和地域振興局町民生活課） 

課長     畦地 永生 

主査     吉良 正史 

 

受託業者（株式会社ぎょうせい）  

                藤山 氏 

                北井 氏 

                竹田 氏 

 

 

  

４．議 事 

 

事務局    ： それでは定刻になりましたので、ただいまより第 7回十和村史続編編集委員会を

開会いたします。 

では開会にあたりまして、岡本委員長より一言ご挨拶をお願いします。 

 

（岡本委員長より挨拶） 

 

事務局    ： ありがとうございました。それでは会議に入る前に、資料の確認をしたいと思いま

す。 

 

（事務局より資料の確認） 

 

岡本委員長 ： それでは議事に入ります。まず議題１の原稿内容確認について、事務局より説明

をお願いします。 

 

事務局    ： はい。それではまず全体を通してですが、字句等の修正については原稿に赤字

で見え消しや追記、黄色マーカーで色を付けておりますのでそれぞれご確認くださ

い。それ以外で気になったことや、本会で確認したいことは原稿に吹き出しで表記

しておりますので、そちらを一つずつ皆さんと確認していきたいと思います。 
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          まず序編のタイトルですが、「十和村のあゆみ」となっていますがこちらはどうでしょ

うか。序編については十和村史続編の導入部分として、前回の十和村史から主だ

ったものを取り上げた内容となっています。このタイトルでよろしいでしょうか？ 

 

北井氏    ： 「十和村のあゆみ」と書くと、十和村が誕生してからという風に思えるが、実際の原

稿はもっと古い歴史から載ってくるので、第１編のタイトル「郷土の歴史」とそっくり入

れ替えた方がしっくりくるのではないでしょうか。 

 

岡本委員長 ： みなさんどうでしょうか。タイトルを入れ替えるということでよろしいですか？ 

 

委員一同  ： はい。 

 

事務局    ： では続いて P.2 縄文時代について。駄場崎遺跡では県下唯一の大型尖頭器や、

当時日本最古の豆粒文土器が出土したことで話題となった。そのことも取り上げて

はどうでしょうか。 

 

北井氏    ： 資料をいただければ入れるようにしたいと思います。 

 

事務局    ： はい。では続いて P.22十和村の誕生について、新村庁舎を昭和村役場にする、

で本文は終わっていますが、その後十川へ新庁舎が完成し役場が移転しているの

で、そのことも触れてはどうかと思います。また学校改革で、中学校のことにしか触

れられていないので、当時の小学校のことも触れてはどうかと思います。どちらも十

和村史に記載があったと思います。 

 

藤山氏    ： 確認して追記したいと思います。 

 

冨田委員  ：  ちなみに序編はどこまでの内容が載ってくるのでしょうか。村史続編までの内容で

あれば、十和村の誕生は十川へ役場が移転した後もしばらく続くので、その部分も

載せた方がいいのではないでしょうか？ 

 

北井氏    ： もう一度十和村史の内容と年表を確認して、村史続編に繋げられるような文章を

追記したいと思います。 

 

藤山氏    ： 基本的に序編は十和村史を基にしたダイジェスト版になりますが、当時の新しい

情報があればご提供いただければと思います。 

 

事務局    ： はい。では序編は以上でよろしいでしょうか。続いて第１編、タイトル変わりまして

「十和村のあゆみ」を確認していきたいと思います。P.2行政の項目で、他の市町村

史を見ますと歴代の村長や助役、収入役が載っているので、それらを載せてはどう

でしょうか？ 

 

北井氏    ： 資料を確認して追記します。ちなみにタイトルの「十和村のあゆみ」ですが、その

ままだと十和村の誕生からと誤解されてしまうと思うので、「十和村のあゆみ（昭和

58年～平成 18年まで」という風に、期間を明記してはどうかと思いますがいかがで

しょうか？ 

 

岡本委員長 ： それでよろしくお願いします。 
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事務局    ： 続いて P.5の村長の諮問機関について、「同和対策審議会が人権擁護推進審議

会になったこと」とありますが、単に名称変更しただけなのか、若しくは、同和対策審

議会がなくなり新たに人権擁護推進審議会が出来たのであれば、少し書きぶりを変

えてはどうかと思いますが？ 

 

冨田委員  ：  この頃はあらゆる差別に対応するために人権問題に力を入れてきた時代なので、

名称を変更したのでは？と思うがはっきりとはわからない。 

 

藤山氏    ： まだ原稿段階なので確認してわかれば教えてください。 

 

事務局    ： はい。次に P.13の高幡西部衛生施設組合についてですが、現在は解散して直

営（委託）になっていますが、当時の内容が分かる資料がありません。この組合は旧

窪川町と旧大正町との組合でしたので、窪川町史や大正町史を参考にしてみては

どうかと思います。 

 

藤山氏    ： 確認します。また解散した時期が分かれば教えてください。 

 

事務局    ： はい。次に P.15の北幡振興協議会についてですが、旧大正町の書類から「北振

協だより」が一部残っておりましたので、そちらを後ほど提供します。 

 

山本委員  ： 私からも当時の新聞記事が見つかりましたのでこちらも参考にしてください。 

 

藤山氏    ： 確認します。 

 

事務局    ： はい。次に P.28の財政力指数や実質公債費比率に関する資料について、どな

たか詳しい資料があるかどうかわかるでしょうか？ 

 

冨田委員  ：  市町村便覧という冊子が毎年発行されており、県下市町村の色々な行政的なデ

ータが載っている。財政力指数といった資料もおそらく載っていると思われるので、

県に問い合わせてみてはどうか。 

 

事務局    ： 県に確認してみます。次に P.46の村長選や村議選の立候補者数について、資

料が残っている年と無い年があって全てを把握できていません。後は当時の新聞記

事を調査するしかないかなと思っていますが。 

 

北井氏    ： 県の図書館や公文書館にも選挙の資料は残っているのではないかと思います。 

 

事務局    ： はい、そちらの方も確認します。次に P.49の広報十和について、創刊日につい

ては調査しましたが、保存している広報も途中からしかありません。ただ、昭和 32年

に十和村が誕生したのでその年以降なのは間違いない。なので「昭和 30年代中

頃に創刊」ということでよろしいかと思いますがいかがでしょうか？ 

 

冨田委員  ：  それでいいと思います。 

 

事務局    ： わかりました。また、広報の最終号については、確認できる最新号が平成 18年１

月 26日発行の第 189号です。合併が平成 18年 3月 20日なので、その 2か月間

に最終号が発行されたかどうかになります。ちなみに当時の広報誌の発行ペースが

3，4か月に 1回なので、おそらく第 189号が最終号となるのではないかと思ってい
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ます。 

 

北井氏    ： 通常であれば、今回が最終号ですという風に紙面のどこかに書いていると思いま

すがどうですか？ 

 

事務局    ： それについては書かれていません。ちなみに平成 18年 2月 16日発行の議会だ

よりには最終号であることの記載があります。 

 

北井氏    ： では一旦第 189号が最終号としておいて、その後が分かるようであれば修正する

ということにしましょう。 

 

事務局    ： もし分かれば資料を送ります。次に P.59の 19集落の概要については、1984年

頃の広報誌の部落紹介を基に記載されたものですが、集落情報としては少し古いと

思うので、もう少し新しい情報（合併前あたり）にしてはどうかと思います。 

 

北井氏    ： その資料はありますか？ 

 

事務局    ： 現在の四万十町の広報にも部落紹介ページがあるので、そちらも参考になるかと

思います。ただ合併後の情報も入っていると思いますので、なるべく当時の情報で

記載できるようこちらでもなお確認します。 

          続いて P.６１の集会所について、集会所一覧の資料はどこかにあるでしょうか？ 

 

冨田委員  ：  ちなみにここに載せるのは昭和 58年以降に建てられた集会所ですか？ 

 

北井氏    ： ここには閉村時点でこれだけの集会所がありました、という整理でいいと思います。 

 

冨田委員  ：  それであれば、町所有の集会所のほかに集落で所有している集会所もあるので、

村内全ての集会所を載せた方がいいと思います。こちらについては事務局と一緒

に整理したいと思います。 

 

事務局    ： よろしくお願いします。続いて P.68の十和村ふるさと便について、1991年の「ふ

るさと便 十和の四季」と 1999年の「十和村ふるさと便」の違いや関係性について

内容わかりますでしょうか？ 

 

冨田委員  ： 1991年の「ふるさと便 十和の四季」はわからないが、1999年の「十和村ふるさと

便」については、十和おかみさん市の前身のふるさと産品協議会の取り組みだと思

う。十和村としてもかなり力を入れてきた事業なので、なお当時の担当者に話を聞

いてみてほしい。 

 

事務局    ： 確認します。次に P.70に「新春四万十健康マラソン大会」や、「サマーフェスティ

バル」、「広井まつり」、「大道まつり」とありますが、こちらについては詳しい資料があ

りません。内容についてわかりますか？ 

 

冨田委員  ： これらは観光イベントの部類に入るのではないですか？ 

 

北井氏    ： ここでの項目は観光ではなく、どちらかといえば地域おこしの内容で地域内での

イベントが中心になります。もし資料等が無く内容が分からなければ、項目の最後に

まとめて記載することでもよいかと思います。 
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事務局    ： わかりました。また資料については引き続き調査します。それでは最後に、本文に

載せる写真については、それぞれ確認して提供したいと思います。委員の皆様に

おかれましても提供いただける写真がありましたらよろしくお願いします。 

 

藤山氏    ： 出来ればネガよりも、プリントした写真で提供していただけたらと思います。 

 

事務局    ： はい。では本日の原稿確認については以上となりますが、ぎょうせいさんからは何

かありますか？ 

 

北井氏    ： 原稿については、6月までには全ての原稿を提出できるよう進めていきたいと思

います。ただ福祉関係の資料が少ないので引き続き調査と資料提供をよろしくお願

いします。 

 

事務局    ： わかりました。原稿については、届き次第委員の皆様にお配りしますので、内容

の確認をよろしくお願いします。 

 

岡本委員長 ： それでは本日は以上で終了したいと思います。お疲れ様でした。 

 

15：40 終了 


